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寛政元酉八月九日  右東都菊明100   
































































































       －子ども句と動植物句をめぐって－ 
 















































































































































































  三祖素丸翁門人下 































































  苔の花小疵に咲や石地蔵     菊明   
  払子ほど僧の引行根芹哉      〃    






  名月をかさねつこけつ波の門     菊明 
  振り替る柳の色や雨あがり       〃 







  象潟もけふは恨まず花の春        一茶 
  木々おのおの名乗り出たる木の芽哉     〃 



















































  寝そべつてふんぞりかへつて星迎      一茶 
  べそべそと花火過けり角田河         〃 
  ざぶりざぶりざぶり雨ふるかれ野哉      〃 
  七日目にころころもどる猫子哉        〃 






























































  凍どけや敷居のうちの宵の月        一茶 
  つやつやと露のおりたるやけ野哉       〃 
  雑煮餅深山榊もおり添よ           〃 
  我見ても二度立寺や山ざくら        一茶 












  有明に躍りし時の榎哉        一茶 
  草の蝶大雨だれのかかる也       〃 
  よひ闇の一本榎なくかはづ       〃 
  湯の里とよび初る日やむら燕      〃 
  段々に雁なくなるよ門の月       〃 


















  鳴ながら蛙とぶ也草の雨       一茶 
  水鳥のあなた任せの雨夜哉       〃 
  大名のなでてやりけり馬の汗      〃 
  大根やひとつ抜てはつくば山      〃 
  丘の馬つ待にあき顔や大根引       〃 
  三人の中の一人は時雨哉        〃 
  また来たら我家忘れな行燕       〃 
  御馬の屁ながれけり萩の花       〃 
  雪解けて嬉しさう也星の顔       〃 
  秋の風親なきに我を吹きそぶり     〃 
  近道はきらひな人や枯野原       〃 
  馬上から黙礼するや薄霞        〃 
  大名の笠にもかかる夜露哉       〃 
  深さうな所もありけり天の河      〃 
  タ暮やひざをいだけば又一葉      〃 
 












































































































































































































  柳からももんぐあああと出る子哉     一茶 
  わんぱくや縛られながらよぶ蛍       〃 









  蓬莱になんむなんむといふ子哉       〃 
  餅花の木陰にてうちあはす哉        〃 
  年問へば片手出す子や更衣        一茶 
  たのもしやてんつるてんの初袷       〃 






















  露の世は露の世ながらさりながら    一茶54 
 
 愛娘さとは痘瘡で亡くなってしまった。『八番日記』の同月同日の記事には、「サト女、

























  我と来て遊べや親のない雀         一茶 
  かくれ家や猫にもすゑる二日灸        〃 
  雀の子そこのけそこのけ御馬が通る     一茶 
  麦秋や子を負ながらいはし売         〃 
  はつ瓜を引とらまへて寝た子哉        〃 
  なむあみだ仏の方より鳴蚊哉         〃 
  ゆうぜんとして山を見る蛙哉         〃 
  魚どもや桶ともしらで門涼み         〃 



























  おおい川見えてそれからひばり哉      一茶 
  草の葉にかくれんぼする蛙哉         〃 
  やせ蛙負けるな一茶これにあり        〃 
  やれ打つな蝿が手をすり足をする       〃 
  涼風の吹く木へ縛るわが子哉         〃 
  わんぱくや縛られながら呼ぶ蛍        〃 
  出てゆくぞなかよく遊べきりぎりす      〃 
73 
 
  猫の子のちよいと押へる木の葉かな      〃 
  朝霜やしかも子どものお花売り         〃 
  門前や子共のつくる雪解川          〃 






















































  手習子腹が痛いと母に言ひ          柄井川柳 
  行きは牛帰りは馬の手習子            〃 
  手習子弁当箱をさしに持ち            〃 
  昼飯を外から怒鳴る手習子            〃 
  さはがしい八つ上りまへ九九のこゑ        〃 
 










  手習子蜂の如くに路地から出     柄井川柳 
  手習の跡は野分の八つ下り        〃 
  八下り母の吹出す黒ん坊         〃 
  手習子母の頼みで糠袋          〃 
  手習子一皮剥けて飯を喰い        〃 
  掴まえて筆で艪を押す夜手習       〃 






































































































































  子宝が蛆蚓のたるぞ梶の葉に       文化二年､一八〇五 
  梶の葉の歌をしやぶりて這ふ子哉     文政元年､一八一八 
  あこが手に書て貰ふや星の歌       文政六年、一八二三 
  老らくや星なればこそ妻迎        文政六年 
  星にさへ愛別離苦はありにけり      文政六年 
  世の中やあかぬ別れは星にさへ      文政六年 











  親と子の三人連や帰る雁          文政三年、一八二〇 
  乙鳥も親子揃ふてちのわ哉         文政四年、一八二一 






  御祝儀の初声上る藪蚊哉          文政二年、一八一九 
  とぶな蚤それそれそこが角田川       文政二年 
  煤捨んそこのき給へ御雀          文化十年、一八一三 
  寝返りをするぞそこのけ蛬         文化十三年、一八一六 
  雀の子そこのけそこのけ御馬が通る     文政二年 
  小便をするぞ退け退け蟋蟀         文政四年 










  山菊の生れたままや真直に       一茶 
  少し見ぬ内にあつぱれわか竹ぞ      〃 
  頬べたにあてなどするや赤い柿      〃 
  かはいらし蚊も初声ぞ初声ぞ       〃 
  白魚のどつと生まるるおぼろ哉      〃 
























  父よ母よと呼ぶ子の鳥は鳥と思へどしゆしようなものよ 
  親のある子は油のひかり親がなければひかりなし 
  親のある時そまつに思うてさても別れて血の泣 
  親のない子のあのふりみやれたもとくはへてかどに立つ 
  さいのかはらへわしは子をやつてやつたその夜は目もあはぬ 









































 ○八月八日 日毎雨ふる 北斎老人、北雲会ふれに来たる。 
 ○八月十七日北斎老人の許を訪ひ、あけ巻かんばん袋へうしをたのむ。 






























































































































































































































































































































































   象潟や島がくれ行く刈穂船 




   象潟や朝日ながらの秋のくれ 



















   雉鳴いて梅に乞食の世也けり16  




し17。   




































































   元日や我のみならぬ巣なし鳥 


































































































































































   さなきだに露の命を自害かな 












   毒虫もいつか一度は草の露 































































































































  松蔭に寝てくふ六十余州哉       一茶 
   鶴と遊ん亀とあそばん        鶴老 
  月影のだんだん細き春なれや       〃 
   八重山吹のかくす行灯        一茶 
    ―略― 
  有がたや東叡山の花の雲        鶴老 
   かすみたがりて歩く供の衆      一茶 
    ―略― 
  格別に世の中よしと鳴蛙        一茶 






  世につれて花火の玉の大きさよ     一茶 
   舟にめしたる十六夜の月       鶴老 
    ―略― 
  岡崎や橋のたもとの小豆餅       鶴老 




   雨のやむとて耳がなる也       一茶 
  薪一把茶碗一ツも打くれて       鶴老 
   かまくら様の世をおがむ哉      一茶 
  馬かりて花盗人と追ればや       鶴老 







  ①君が世やから人も来て年ごもり     （寛政五年） 
  ②君が世や旅にしあれど筍の雑煮     （寛政五年） 
  ③君が世や茂りの下の耶蘇仏       （寛政五年） 
  ④君が代は乞食の家ものぼり哉      （寛政七年中） 
  ⑤君が世やかかる木陰も博突小屋     （文化元年） 
  ⑥君が代のかほつき合す榾家かな     （文化四年） 
  ⑦我国やつひ戯れも雪仏         （文化八年） 
  ⑧けふからは日本の雁ぞ楽に寝よ     （文化九年） 
  ⑨君が代や厄をおとしにお伊勢迄     （文化十年） 
  ⑩君が代の正月もせぬしだら哉      （文化十年） 
  ⑪君が世のとつぱづれ也浮寝鳥      （文化十年） 
  ⑫君が代は女もすなり冬ごもり      （文化十年） 
  ⑬鳴な雁どつこも同じうき世ぞや     （文化十年） 
  ⑭君が代やよやとやさはぐことし竹    （文化十年） 
  ⑮日本と砂へ書きたる時雨哉       （文化十年） 
  ⑯日本の冬至も梅の咲にけり      （文化十一年） 
  ⑰桜咲く大日本ぞ日本ぞ        （文化十一年） 
  ⑱江戸江戸とえどへ出れば秋の暮    （文化十一年） 
  ⑲日の本は這入口からさくら哉     （文化十二年） 
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  ⑳日本の外ケ浜迄おち穂哉        （文政元年） 
  ㉑我国は子供も鬼を追にけり       （文政二年） 
  ㉒草藪も君が代を吹く小夜砧       （文政三年） 
  ㉓我国は草も桜を咲きにけり       （文政三年） 
  ㉔大江戸やおめずおくせず時鳥      （文政三年） 
  ㉕日の本や金も子を産む御代の春     （文政七年） 
  ㉖太平の日永に逢ふやかくれ蓑      （文政八年） 

























































































































































































































   かまきりの手足よ髪は古蓮59 
 































  君が世や風治りて山寝る       （寛政四年） 
②文化元年（一八〇四）、レザノフが光太夫・磯吉を護送して長崎に来航、通商を求め
る 
  日本の年がおしいかおろしや人     （文化元年） 
  日の本の山のかひある桜哉       （文化元年） 









  君が世を雀も唄へそりの唄       （文化三年） 
  へら鷺も万歳聞くか君が春       （文化三年） 
  君が世やよ所の膳にて花の春      （文化三年） 
  君が代を鶏も諷ふや餅の臼       （享和三年） 
④幕府、盛岡藩・弘前藩に出兵を命ずる 
  我国は子供も鬼を追にけり       （文化四年） 
  君が代のかほつき合す榾家かな     （文化四年） 
⑤文化四年（一八〇七）十二月、「おろしや船打払令」が出される 
  君が代は鳥も法華経鳴にけり      （文政二年） 
  日本の優曇華咲ぬまた咲ぬ       （文政三年） 
  日本に来て紅つけし乙鳥哉       （文政四年） 
  日本の蘭となりつゝいく世ふる     （文政四年） 
  拙者儀も異議なく候君が春       （文政五年） 
  日本の蚊をば苦にせぬ乙鳥哉      （文政七年） 
  日本にとしをとるのがらくだ哉63     （文政七年） 
⑥文政八年（一八一一）二月「異国船打払令」布告 
  正直の国や来世も虎が雨        （文政八年） 
  日の本や天長地久虎が雨        （文政八年） 
  君が代の大飯喰ふてさくら哉      （文政八年） 
  太平の日永に逢ふやかくれ蓑      （文政八年） 
  日の本や金も子を産む御代の春     （文政七年） 



























































































































 一、故郷定住以前（寛政五～享和三）   十句 
 二、故郷定住以後（文化九～文政七）   三十七句 



















  ①炬燵より見ればぞ不二もふじの山     （文化九年） 
  ②吹降りや親は舟こぐ子は炬燵       （文化九年） 
  ③唐迄も鵜呑顔して炬燵哉         （文化十年） 
  ④日本中鵜呑顔なる炬燵哉         （文化十年） 
  ⑤渋柿のさしづし給ふ炬燵哉        （文化十年） 






  居仏や炬燵で叱る立仏       （文政四年） 


























   遊民遊民とかしこき人に叱られても今更せんすべなく      
  又ことし娑婆寒ぎそよ草の家 （文化三年）3 
   作らずして喰ひ、織らずして着る身の程の行先おそろしく     












































  ①よそ並の正月もせぬしたら哉 
  ②すりこ木のやうな歯茎も花の春 
  ③ふがひない身となおぼしそ人は春 
  ④かくれ家や歯のない口で福は内 
  ⑤古郷やイビツナ家も一かすみ 
  ⑥舞込だ福大黒と梅の花 
  ⑦乞食も福大黒のつもり哉 
  ⑧かすむ日も雪の上なる住居哉 





  ⑨棒切でつゝいておくや俺の畠 
  ⑩我が蒔種をやれやれけさの露 
  ⑪我宿は何にもないぞ巣立鳥 
  ⑫餅つかぬ宿としりてやおそ燕 






  ①大根引大根で道を教へけり 
  ②畠打や鍬でをしへる寺の松 




  ①もったいなや昼寝して聞く田植唄 




















































































































  ①名月や寝ながらおがむていたらく 
  ②春永となまけしもけふ限りかな 
  ③隙さうな里也梅のだらり咲き 
  ④萍や浮世の風のいふなりに 
  ⑤朝寒にとんじやくもなき稲葉哉 







































































































  世の中の梅よ柳よ人は春 
    文化十年正月一日 信濃国柏原    一茶認 
  四日節分 
  かくれ家や歯のない口で福は内 
   月の梅の酢のこんにやくのとけふも過ぬ 
   人日 
  垢爪や齋の前もはづかしき 
  正月や梅のかはりの大吹雪 
  梅の木に花と詠めるしめしかな 
  鶯にあてがつておくかきね哉 
  ほくほくと霞給ふはどなた哉 
  まふ蝶にふりも直さぬ野猫哉 






















  ① ござるぞよ戸隠山の御夕立 
  ② 我家とふん反りかへる扇哉 
  ③ 雀子を遊ばせておく畳哉 
  ④ おとなしく留守をしていろ蛬 


































  ①道とふも遠慮がましき田植哉    （「西紀」書込） 
  ②信濃路の田植過けり凧         （享和三年） 
  ③そろそろとよそは旅立つ田植笠     （享和三年） 
  ④植出しの番して居るか都鳥       （文化六年） 
  ⑤兀山も引立らるゝ植田かな       （文化六年） 
  ⑥茶のけぶり仏の小田も植りけり     （文化七年） 
  ⑦植る田やけふもはらはら帰る雁     （文化八年） 
  ⑧みちのくや判官どのを田植歌      （文化八年） 
  
ここに『西国紀行』中の一句、「もたいなや昼寝して聞田植唄」を加えると、僅かに九







  ①木がくれや大念仏で田を植る     （文化十一年） 
  ②おれが田も唄の序に植りけり     （文化十二年） 
  ③田植歌どんな恨も尽ぬべし      （文化十二年） 
  ④烏番の役あたりけり田植飯      （文化十三年） 
  ⑤ばゝ達やおどけ咄で田を植る     （文化十三年） 
  ⑥蕗の葉にいわしを配る田植哉     （文化十三年） 
  ⑦藪起に膳をつん出す田植哉      （文化十三年） 
  ⑧我庵も田植休の仲間哉        （文化十三年） 
  ⑨庵の田も朝のまぎれに植りけり     （文政元年） 
  ⑩それがしも田植の膳に据りけり     （文政元年） 
  ⑪よその子や十そこらにて田植唄     （文政元年） 
  ⑫たつた今旅から来しを田植馬      （文政二年） 
  ⑬ざれはてやあの年をして田植唄     （文政四年） 
  ⑭よりによりてこんな雨日や田植唄    （文政四年） 










  ①雨よ風よいつ迄咲ぞ野大根       （寛政七年） 
  ②丘の馬の待あき顔や大根引       （享和三年） 
  ③雨ふれど一本残る大根哉        （文化元年） 
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  ④君が代の下総大根引にけり       （文化三年） 






  ①蛬其大根も今引くぞ          （文化十年） 
  ②庵の大根客有る度に引れけり     （文化十三年） 
  ③朝々に壱本づゝや引大根        （文政二年） 
  ④我門や只六本の大根蔵         （文政三年） 
































































  ①月は笠着る 八幡種蒔く いざ我等は荒田開かむ 
  ②志多良打てと神は宣ふ 打つ我等が命千歳 
  ③志多良米早買は酒盛らば其酒富める初ぞ 
  ④志多良打たば沖はわききぬ 鞍打敷け佐米負はせむ 
  ⑤朝よりは蔭は蔭れど雨やは降る 佐米こそ降れ 















































































































































   一、質ニ取候者、作り取りにして、質ニ置候ものより年貢相勤候得ハ、永代売同前
之御仕置、但、頼納質といふ。 
   右之通、田畑永代売停止之旨、被仰出候。 
                          （徳川禁令考二七八七号） 
 
 幕府はこうした法令布達によって農民を土地に縛り付け、さらにこの年の三月十一日に






















































































































































































































































○沙参  山城ビシヤビシヤ、但馬キキヤウモドキ、筑紫シテンバ、南部山ダイコン 
○送越  京クセ、江戸ヨコセ、羽州ノベロ、信イコセ、返サヌヲ寝ルト云ハヲコス
ウラ也、起サヌト云也 



















  ○いたむき ヒゴ イタクナキ也。 
  天下るひなの住居と思ふなよ 
   どつこも同じうき世ならずや 
    と千宗易よりいひこしたる返事に、 
  天下る夷にはなをもいたむなき 





  鳴な雁どつこも同じうき世ぞや     七番日記（文化十年） 
  おとなしく雁よ寝よ寝よどこも旅    （文政元年） 
  下る雁どこの世並がよかんべい      （同） 
  どちの田もしてん二天ぞなくな雁     （同） 
 














  ○古衣 笹竹のどてらを藍に染なして      芭蕉 
  ○松葉 松葉を焚て手拭あぶる寒哉       芭蕉 
  ○いつつも 
      薪過町ノ子共ノケイコ能        芭蕉 
      イツツモ春ニシタキ世ノ中       去来 
○のっぺい 葛カケ アンカケ 
      云た程迹に金なき月の暮        芭蕉 
      貰ふを待て鴨ののつぺい        岱水 
○けもない 
      から身で市の中をおしあふ       芭蕉 
      此辺り弥生は花のけもなくて      惟然 
○しつはり 
      漸に今はすみよるかハセ銀 
      かげんの薬シツハリと呑         芭蕉 


















  ○ヲゾイ 浮舟君身を投んトする所少ヲゾカリケン事ヲ思ヒヨリケン 
      生レ立カラヲゾイゾヨ京雀         一茶 
  ○そでない ソレカ、ソレデナイナド云。 
      象潟やそでない松も秋の暮         一茶 
  ○目かり 目配也。クハ反カ也。 
      鶯の一ツ鳴にも目かり哉          一茶 
  ○いぶる クスボルニ同。況言ニ不及。 













  ○いつとろ   一等也。 
    一とろに袷と成りぬ黒木売       其角 
  ○御参 ベツにハオヨル 
    初霜に何とおよるぞ舟の中       其角 
  ○けんまく 有磯海 
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  御仏や生るるまねに銭が降る     一茶 




















  月影や赤坂かけて夕すずみ       一茶 
  あつみ山や吹浦かけて夕すゞみ     芭蕉 
  夏の月御油より出でて赤坂や      芭蕉 
   
笠寺に予はかさとりてすゞみ哉     一茶 
  笠寺やもらぬ窟も春の雨        芭蕉 
   
八九間這て一木の花ざかり       一茶 
  八九間空で雨降る柳かな        芭蕉 
   
此年の寄る迄仏五左衛門        一茶 
  世の人の見付けぬ花や軒の栗      芭蕉 
   
日盛りや葭雀に川の音もなき      一茶 
  草霞み水に声なき日ぐれ哉       蕪村 
   
君が扇の風朝顔にとゞく哉       一茶 
  目に嬉し恋君の扇真白なる       蕪村 
   
はいかいの地獄のそこか閑古鳥     一茶 








  剃捨て花見の真似やひのき笠   （寛政四年、一七九二） 一茶 
154 
 
  剃捨て黒髪山に衣更                   曾良 
  よし野にて桜見せふぞ檜の木笠              芭蕉 
   
蚊を焼くや紙燭にうつる妹が顔  （寛政五年、一七九三） 一茶 
  燃え立て顔はづかしき蚊やり哉              蕪村 
   
庵の米雪の雀に喰はれけり    （文化十年、一八一三） 一茶 
  ほちほちと雪にくるまる在所哉  （文化九年、一八一二） 一茶 
  ほつちりと眼に秋来ぬや鳴く雀              樗堂 
   
蕗の葉に片足かけて鳴く蛙    （文化九年）      一茶 
  あぢさゐへ片足かけし子犬哉               一瓢 
   
人来たら蛙になれよ冷し瓜    （文化十年）      一茶 
  人が見たら蛇になれなれくすね銭             北斎 
   
菜の花のとつぱつれ也ふじの山  （文化九年）      一茶 
  夕不二に尻をならべてなく蛙9   （文化九年）      一茶 








































  長き日やおなじ事して磯の浪         馬光 
  永き日や水に画を書く鰻掻き         一茶 
 
  むめが香やおのずと路次の開く音       祇考 




  うら門のひとりでに明く日永哉        一茶 
 
  うぐひすや暮んとしては最一声        英知 










  春立つや先人間の五十年    （文化九年『七番日記』） 
  おのれやれ今や五十の花の春       （同上）  


























































































































































 ○入り   馬除や畠の入りなる桃柳       北鯤 
 ○はち   鉢々と留主の間巡る田植哉      示蜂 
 ○奪    付さしを中でばはるる桃の色     黄山 
 ○早    ハヤ也。モウに同。大和はあ。 
       蛬さあとらまへたはあ逃た      湯然 
 ○籠    カタマカ タマル ナマケル。 
       がやつきて水田の星に蛙哉      捨石 
 ○居    越後、庄内、北国、加賀。 
       這出ておち葉にねまる蛙哉      迹松 























  ①あたふたに蝶の出る日や金の番       （文化元年、一八○四） 
  ②木がらしや地びたに暮るる辻諷ひ      （文化元年） 
  ③榁木やかぢけながらの帰り花        （文化三年、一八○六） 
  ④わやくやと霰を侘る雀哉          （文化七年、一八一○） 
  ⑤留守札のへげなんとして散る木の葉     （文化十年、一八一三） 
  ⑥田に畠にてんてん舞の小てふ哉       （文化十一年、一八一四） 
  ⑦はつ雪をおつつくねても仏哉        （文化十二年、一八一五） 
  ⑧二三遍人をきよくつて行蛍         （文政二年、一八一九） 
  ⑨我々はととかずとても山家哉        （文政二年） 
  ⑩松茸や犬のだくなも嗅ぎ歩く        （文政四年、一八二一） 
  ⑪江戸川やおつけい晴れて浮寝烏       （文政五年、一八二二） 
  ⑫へまむしよ入道はした紙ぶすま       （文政五年） 
  ⑬褌やかまけ仲間に鳩も鳴く         （文政五年） 
  ⑭けちむらやをろぬいて行寒念仏       （文政五年） 
  ⑮かたかたは氷柱をたのむ屑家哉       （文政五年） 
  ⑯来る雪おぞけふるつ戸を〆ル        （文政七年、一八二四） 
  ⑰のらくらもあればあるぞよ年の暮      （文政七年） 
  ⑱此月に何をいぢむし鳴千鳥         （希杖本） 
  ⑲月花のぬくなき門の寒さ哉         （終焉記） 









 ○褌     長サキに云、ヘコ。 
   ○へまむし  ヘマムショ入道、タカツクバ、入道のもつ小刀やほそからん仏師を
してやいく世ヘマムシ。 
 ○佗     ワビレ、ウラビレ也、ウラ反ビ、ヒレ反べ也。 







 ○わやく   ①じょうだん、いたずら「子供がワヤクをして困る」②怪しげなご
まかし。 
 ○わやくもん ①怠け者、②いたずら者。 
   ○わやくる  ①邪魔をする。まぜかえす。三重県度会郡・わやっかす。②嘲弄す
る、愚弄する。「あの人はワヤクルからいけない」 









  目出度さもちう位也おらが春     （文政二年、一八一九） 
 

























  目出度さもちう位也おらが春 一茶 
  こぞの五月生れたる娘に一人前の雑煮膳を居ゑて。 
  這へ笑へ二ツになるぞけさからは  一茶 

















































  わが春は竹一本に柳哉         （文化元年、一八○四、四十二歳） 
  わが春やたどん一ッに小菜一把     （文化二年、一八○五、四十三歳） 
  我春も上々吉よ梅の花         （文化八年、一八一一、四十九歳） 
  我が春も上々吉よけさの空       （文化十二年、一八一五、五十三歳） 















   卯の花もほろりほろりや蟇の塚      一茶23 
 
 この文章では「爰らの子どもの戯」は、特に信州柏原と限定することはむずかしい。ま


































































  ①下げも下げ下々の下国の涼しさよ 
  ②我春も上々吉よ梅の花 
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  ③米国の上々吉の暑さかな 
  ④元旦や上々吉の浅黄空 


































































































































































































































































































































  なでしこやまゝはゝ木々の日陰花      一茶 
  子ばかりの蒲団に芦の穂綿哉        宗鑑 
  うつくしきまゝ子の顔の蠅打たん      紅雪 
  なげけとて蚊さへ寝させぬまゝ子哉     未達 
  まゝ子をもいたはる嫁の名をとげて     芭蕉 
  継母のまた口走る夜の雨          未達 
  わづかなる世をまゝ母に偽られ       風流 
  竹の雪はらふは風のまゝ子哉        正勝 
  朝夕におひかぶさりし目の上の辛夷も花の盛りなりけり         一茶 
  うぐひすよなどさはなきそちやほしき小鍋やほしき母や恋しき     貫之娘 
 
 このように、継母にいじめられる様子を描いた句を集めている。こうした点から考える





















































































































































































































  寝すがたの蠅追ふもけふかぎり哉     一茶 
  生き残るわれにかゝるや草の露       〃 
  父ありて明ぼの見たし青田原        〃 
  ひとりなは我星ならん天の川        〃 
  手招きは人の父也秋の暮            









































































































































































































































































































































































































  秋風や行く先々は人の家        （享和三年） 
  雨だれの有明月やかへる雁       （享和三年） 
  秋の風乞食は我を見くらぶる      （文化元年） 
  身一つや死なば簾の青いうち      （文化二年） 
  又ことし婆娑寒ぎぞよ草の家      （文化三年） 
  節季候のみむきもせぬや角田川     （文化三年） 
  夕燕我には翌日のあてはなき      （文化四年） 
  鍬の罰思ひつく夜や雁の鳴く      （文化四年） 
  名月の御覧の通り屑家哉        （文化五年） 




































  蕣の下谷せましと咲きにけり 
  朝貌の上にもあるやはやり花 
 根岸 
  山吹のさし出がほして垣根哉 
 忍ずの池 
  畑へものさばり出たり蓮の花 
  からさけに喰さかれたる紙衣哉 
  藪竹の曲がった形に秋は来ぬ12 

























  淡雪や人で埋めし江戸の町      （寛政三年、一七九一） 
  外は雪内は煤ふる栖かな       （寛政四年、一七九二） 
  それがしも雪を待つ夜や欠土鍋    （文化元年、一八○四） 
  はつ雪や竹の夕べを独寝て      （文化元年） 
  初雪や古郷見ゆる壁の穴       （文化元年） 

























  身に添や前の主の寒さ迄 


























































































































  酔てから咄も八重の桜哉       （寛政元年） 
  象潟もけふは恨まず花の春      （寛政元年、一七八九） 
  もう一里翌を歩行ん夏の月      （寛政二年、一七九○） 
  年の暮人に物やる蔵もがな      （寛政三年、一七九一） 
  朝寒や垣の茶旅の影法師       （寛政三年） 
  遠里や菜の花の上の裸蔵       （寛政六年、一七九四） 
  義仲寺へいそぎ候はつしぐれ     （寛政七年、一七九五） 
  旅笠を小さく見せる霞かな      （寛政八年、一七九六） 
  湖に鳥鳴はじめて夜寒かな       （寛政八年） 
  あの鐘の上野に似たり花の雲     （寛政十年、一七九八） 
  夜あらしの鹿の隣に旅寝哉      （寛政十年） 















































































































































































  大根引き大根で道を教へけり 
  故郷や夜もさはるも茨の花 
  蓬莱に南無南無といふ童かな 
  あら玉の年立返る虱かな 
  うつくしや障子の穴の天の川 














  浅ましや一寸のがれに残る雪   
  せい出してそよげ若竹今のうち 
  人来たら蛙になれよひやし瓜 
  よい日やら蚤がはねるぞ踊るぞよ 
  下々に生れて夜も桜哉 
  身の上の鐘と知りつつ夕涼み 
  うかうかと人に生れて秋の夕 
  五十にしてふくとの味を知る夜哉 





































































  陽炎や手に下駄はいて善光寺 
  しぐるゝや親椀たゝく啞乞食 
  かゝる世に何をほたへて鳴く蛙 
  行きがけの駄ちんに鳴やけさの雁 
  山烏おれがさし木を笑ふ哉 
  いたぶりし今の乞食よつゝかすむ 
  御馳走に鷗ななきそ角田川 
  木のはしの親をひたすらおがむ也 
  あのくたら三百文の桜かな 
  三日して忘れられぬか野良の猫 
  格別に世の中よしと鳴蛙 
  世の中は地ごくの上の花見哉 
  恥入てひらたくなるやどろぼ猫 
  なむあみだおれがほまちの菜が咲た 
 
 嘉永五年（一八五二）に出版された『おらが春』はわずか二歳でこの世を去った愛しい

























  春風や侍二人犬の供 















  麦秋や子を負ひながらいわし売 
  仰のけに落ちて鳴けり秋のせみ 
 
 








































  下総国相馬郡、常州土浦土屋治三郎殿領藤代駅下町 
      百姓 久右衛門  死去 
       倅 忠蔵    申三十九 
      同妻 よの    三十 
      同母 かな    五十七 
 文化二年丑五月十一日生 
       同娘 とや    八才 
  此度従土浦侯賜シ名也 九月三日生 



























  洪水の尺とる門よ秋の風 
  大あれのけも無月の御山哉 
  草の蝶大雨だれのかゝる也 
  助舟に親子をちあふて星むかひ 
  きりぎりすおよぎつきけり介舟 
  古への水も見し人秋の風 

































































































































































































  浴びるともあなたの煤ぞ善光寺 
  名月やお煤のすぎし善光寺 
  法談の手つきもかすむ御堂かな 
  暑き夜を唄で参るや善光寺 
  二番草過て善光寺参りかな 
















    
刈萱堂 
  子地蔵よ御手出し給へ梅の花 
  花の世は仏の身さへおや子哉 
  花ちるや日の入かたが往生寺 
   西光寺 
  迹臼は烏のもちや西光寺 
  散る花や月入る方が西光寺 






































































































































































































































  鶏鐘の鳴りしづまつて初日哉     一茶 
  富士ばかり高ミで笑ふ雪解哉      〃 






   留別渭浜庵     一茶述 
 かく賤しかりし身をも御取立下され、すでに執筆の役を蒙りしが、おもはずも遠国
のたらちね病躰たゞならねば、三十日余りの御いとまいただくことの有難く、若し父








  華のもと是非来て除掃勤ばや 
 惣御連中へ留別 





































  馬をさへながむる雪の朝哉        芭蕉 
  二人見し雪は今年も降りけるか       〃 
  少将のあまの咄や志賀の雪         〃 
  山に雪降とて耳の鳴にけり        一茶 
  しなのぢや意地にかゝつて雪の降      〃 
  小便所の油火にちる粉雪哉         〃 
  四方より花吹入てにほの波        芭蕉 
  何桜かざくら銭の世なりけり       一茶 
  月清し遊行のもてる砂の上        芭蕉 
























































































































































  親分と見えて上座に鳴く蛙       一茶 
  小便を致しながらも鳴く蛙        〃 
  散る花にのさばり廻る蛙哉        〃 
  浦人のお飯の上もかはづ哉        〃 
  我を見てにがひ顔する蛙哉        〃 
  小便の滝を見せうぞ鳴く蛙        〃 
  かゝる世に何をほたへて鳴く蛙      〃 
  草かげや何をぶつくさゆふ蛙       〃 
  散る花を口明けて待つかはづ哉      〃 
  ふんどしのやうなもの引く蛙哉      〃 
  我杖と知るやじろじろ鳴く蛙       〃 
  草蔭につんとしている蛙かな       〃 
  とは申しながらとや又とぶ蛙       〃 
  向き合つて何やら弁をふる蛙       〃 
 


























































  月花や四十九年のむだ歩き      一茶 
  春立つや菰もかぶらず五十年      〃 
  五十年あるも不思儀ぞ花の春      〃 
  春立つや先人間の五十年        〃 
  おのれやれ今や五十の花の春      〃 
  秋の風乞食は我を見くらぶる      〃 





































































































  たまに来た古郷の月は曇りけり      一茶 
  たまに来し古郷の月もなかりけり     一茶 
  たまたまの古郷の月も涙哉         〃 
  古里や又あふことも片思ひ         〃 
  寝にくても生在所の草の花         〃 










































































  やれ打な蠅が手をすり足をする       一茶 
  雀の子そこのけそこのけ御馬が通る      〃 







  嗅で見てよしにするなり猫の恋        〃 
  恋猫や互に天窓はりながら          〃 
  赤馬の鼻で吹きたる蛍かな          〃 
  負角力むりにげたげた笑ひけり        〃 
  春雨や妹が袂に銭の音            〃 
  春雨に大欠する美人哉            〃 





  雪散るやおどけも云へぬ信濃空     一茶 
  のふなしはつみも又なし冬籠り      〃 
  古郷は蠅迄人をさしにけり        〃 
  人誹る会が立なり冬籠り         〃 
  はつ雪を煮て喰けり隠居達        〃 







































  旅に病んで夢は枯野をかけ廻る       芭蕉 
  しら梅に明る夜ばかりとなりにけり     蕪村 














































































  ひい気目に見てさへ寒きそぶり哉     一茶 
  椋鳥と人に呼ばるる寒さかな        〃 
  次の間の灯で膳につく寒さかな       〃 













  夕月や鍋の中にて鳴く田にし      一茶 
  仰のけに落ちて鳴けり秋の蟬       〃 


























































































































































































俳名甫外 拙者名如期改甫外 先生は月ノ如シ ワレハ兎ニ似タリ 




































































































 (其 日 庵 四 世 )  
野逸  
 (老 茄 園 三 世 )  
藍水  




 (宜 春 園 二 世 )  
文龍  
 (起 竹 庵 一 世 )  
 (老 茄 園 四 世 )  
不干  
 ( 杉  滴 庵一世 )  
 (宜 春 園 三 世 )  
文江 
 (宜 春 園 四 世 )  
和水 
 (宜 春 園 五 世 )  
吟路 
 (其 日 庵 八 世 )  
蓁々 
 (其 日 庵 九 世 )  
錦江  
 (老 茄 園 六 世 )  
素月  
 (杉 滴 庵 紫 月 庵 )  
 (老 茄 園 五 世 )  
鼠夕  
 (宜 春 園 七 世 )  
蘭渓  
 (其 日 庵 十 世 )  
竹露  

































































































○ 本所割下水長崎町中ノ橋 溝口十太夫御隠居 渭浜庵 素丸 







○ 本所猿江中の橋 松平監物候  素考 
○ 本所三笠町 小笠原大膳候   瓢斎 
○ 下谷御成小路 酒井越前守内 田中藤太夫として、同三人の名がある。 
○ 牛込早稲田清水家 内藤十左衛門 
○ 青山権田原六道辻組屋敷 秋元金太夫 
○ 細川越中守御内 佐泊半次 鵜墨 
同二名 
○ 橘また橋 宮毛備前守様御屋敷内 山本平吉 
同三名 
○ 駿河台  松下隠岐守内 牧野次郎右衛門 
              同一名 
○ 外桜田  松平筑後守内 小沢熊次郎 
○ 駿河台  堀田主膳守様御内 渡辺宇右衛門 
○ 小石川  水戸候内   津田石中 
○ 小石川  小笠原播磨守内 吉田忠右衛門 
○ 越中候御内        篠原長次郎 
同二名 
○ 赤山陣屋 伊奈備前守御屋敷 新井孫兵衛 
同一名 
西沢善司 
○ 奥州津軽弘前土佐守御内 岩本長右衛門 
（同は筆者名前省略） 
○ 浅草茅場町二丁目 松坂屋喜右衛門 素閣 
















































































































































馬かりてかはるがはるに霞みけり  蓼太 
鶴に乗術もあらばや花の山     竹阿 
千どり鳴やふいと悲しき羽箒    白雄 
元日や此気で居たら九千歳     素丸 
竹の子や二本並んで朝の月     寸来 
梅さくや鼠の歩行く大坐敷     浙江 
花をまつ気のみぢかさよおろかさよ 素嶠 
年よりの目にさへ桜さくらかな   松井 







































山笑ひ谷こたへたる雪解かな   






















































































全盛を又見るさくら紅葉哉     文龍 
はつ空や朝彦早き大やまと     同 
無二無三寄せけり年の片男池    同 
安忍する枝更になき柳哉      同 
今迄は踏れて居たに花野かな    一茶 











気に障る事更になしけさの春    素水 
世の中に障らじ年の丸頭巾     同 









はつ空や朝彦早き大やまと     文龍 
無二無三寄せけり年の片男波    同 





すき初や日には野の春山の春    法雨 





万物の玉の司や初日の出      其友 
安々と越へて嬉しや年の坂     其友 





















































朝飯も焚ぬうちから閑古鳥      秋元双樹 
鍬かけて長閑にしたる榎かな     大川立砂 
大山が崩れて来ても巨燵かな     川原一瓢 
甲斐がねや江戸で見て来し秋の雲   鶴老 
ひよどりの見えてはや鳴はつしぐれ  石川雨十 
用のなひ髪とおもへば暑さかな    織本花鏡 
春風や女ぢからの鍬にまで       同 
虫売の出て夜に入やうす哉      吉田月船 
蝶一つふたつ朝飯過にけり       同 











































































































































































































































































































































































































これがまあつひの栖か雪五尺  一茶 
 




































ながらへて屑の誉れや華大根   不干 





















楽山―無障庵、多賀出雲 神職 中野村の人 
起笑―宝机庵、三風舎 上原安五郎、大場村の人 
  素月―累月庵、得得庵、杉滴舎、南蔵院式部、不干の子、天保十五年没 
























































































































































































































































































































































































































































































































































  盥からたらひにうつるちんぷんかん 
  一茶、性豪放、辺幅を修めず。清貧に安んじ他に顧みず。加州侯かつて翁の俳名を聞
き句を召さる。 
  子どもまでのんのふとよぶ梅の花 
 侯、大に之を嘆賞し、使をして贈遣する所あらしむ。翁之を戸外に棄て、 
  何のその百萬石も笹の露 
  以て其の人となりの一端を知るべし。其の俳句は最も奇警を以て著はれ、滑稽誠刺、
慈愛の意を軽妙に奔露し、優に一家をなすといふ。（上水内郡誌） 
  松蔭に寝て喰ふ六十余州かな 
  やせ蛙負けるな一茶ここにあり 
  けふからは日本の雁ぞ楽に寝よ 
 













































































































































































































































































































































































  第二節 新教育運動、信濃教育会に見る一茶像 
 
 こうした教育思潮のなかで見逃せない新教育運動があった。長野県では、大正六年から
                                               
29 同上、三○二頁。 




































































  魂はいつれの空に行くならむ我に用なきことを思ひ居り 
  これは島木さんの述懐ばかりではない33。 
 


























































































































































































































































































































                                               
3『一茶全集』別巻、「柏原村宗門帳」、七十五～八十一頁、「一茶家系図」、八十二～八十七頁。 
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文献一覧 
 
＜一茶引用史料＞ 
信濃教育会編『一茶全集』全八巻・別巻、信濃毎日新聞社、一九七六～一九七九年。 
矢羽勝幸編『信州向源寺一茶新資料集』信濃毎日新聞社、一九八六年。 
古典排文学大系『一茶集』集英社、一九八○年。 
『増補一茶の句碑』財団法人俳諧寺一茶保存会、一九九○年。 
『一茶発句総索引』信濃毎日新聞社、一九九四年。 
 
＜俳諧・歴史関係引用史料＞ 
『芥川龍之介全集』第十三巻、岩波書店、二○○八年。 
荒木繁・山本吉左右編注『説経節』平凡社東洋文庫、一九七三年。 
石井良助・服藤弘司編『幕末御触書集成』第五巻、岩波書店、一九九四年。 
『岩槻市史』全六十巻、編纂委員会、一九七五年。 
荻生徂徠『太平策』、日本思想大系『荻生徂徠』岩波書店、一九七三年。 
『春日部市史第三巻・近世史料編Ⅱ』春日部市教育委員会、一九八○年。 
『葛飾蕉門略系図』不詳、山梨県立図書館甲州文庫所蔵。 
雲英末雄校注『俳家奇人談・続俳家奇人談』岩波文庫、一九八五年。 
現代日本文学大系『齋藤茂吉』筑摩書房、一九六九年。 
古典俳文学大系『蕉門俳論俳文集』集英社、一九七○年。 
古典俳文学大系『芭蕉集』集英社、一九七○年。 
古典俳文学大系『蕪村集』集英社、一九七二年。 
古典俳文学大系『化政天保俳諧集』集英社、一九七一年。 
古典俳文学大系『中興俳論俳文集』集英社、一九七一年。 
『後藤甫外句稿稿添削資料』不詳、長野県一茶資料館所蔵。 
佐々醒雪・巌谷小波校、俳諧叢書『俳人逸話紀行集』博文館、一九一七年。 
『子規全集』第四巻、アルス、一九二五年。 
『市中取締類集・市中之部一～三』、『大日本近世史料』東京大学出版部、一九五九～一九
七一年。 
信濃教育会『補習国語読本』信濃教育会、一九一〇年、長野県教育委員会教育センター所
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蔵。 
『春秋社日醮儀』、『日本経済叢書』十一、日本経済叢書刊行会、一九一四年。 
『條教談話』、『日本経済叢書』十六、日本経済叢書刊行会、一九一四年。 
新日本古典文学大系『狂言記』岩波書店、一九九六年。 
新日本古典文学大系『武道伝来記・西鶴名残の友他』岩波書店、一九八九年。 
鈴木寿校訂『御家人分限帳』近藤出版社、一九八四年。 
鈴木牧之編撰『北越雪譜』岩波文庫、一九三六年。 
大日本地誌大系『新編武蔵風土記稿』十、雄山閣、一九七一年。 
高柳真三・石井良助編『御触書天保集成』上・下、岩波書店、一九六五年。 
滝沢馬琴作・渓斎英泉画『金昆羅船利生纜』和古書、一八二五年。 
東京大学史料編纂所編纂『大日本近世資料・柳営補任四』東京大学出版会、一九六四年。 
『栃木県史史料編・近世Ⅲ』資料編、栃木県、一九七八年。 
夏目成美『随斎諧話』古俳書文庫十一、天青堂、一九二五年。 
西川如見『町人嚢・百姓嚢・長崎夜話草』岩波文庫、一九四二年。 
日本古典文学大系『連歌論集・俳論集』岩波書店、一九六一年。 
日本古典文学大系『浮世風呂』岩波書店、一九六五年。 
日本古典文学大系『古今和歌集』岩波書店、一九五八年。 
日本古典文学大系『上田秋成集』岩波書店、一九五七年。 
日本教育文庫『農家訓』同文館、一九一○年。 
日本俳書大系十六『葛飾蕉門分脈系図』日本図書センター、一九九五年。 
日本随筆大成第三期新装版『理斎随筆・花月草子』吉川弘文館、一九七六年。 
日本随筆大成第三期『関の秋風・癇癖談』吉川弘文館、一九七七年。 
日本随筆大成第一期新装版『煙霞綺談・柳亭筆記』吉川弘文館、一九七五年。 
日本随筆大成別巻八『嬉遊笑覧』二、吉川弘文館、一九七九年。 
日本の思想『方丈記・徒然草・一言芳談集』筑摩書房、一九七○年。 
『日本俳諧大系』十五、春秋社、一九二七年。 
『日本大歳時記』講談社、一九八三年。 
『俳文学大系註釈編』第一、大鳳閣書房、一九三○年。 
『俳風柳多留全集』三省堂、一九八○年。 
『百姓伝記』上下、岩波文庫、一九七七年。 
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『富強六略』、『日本経済叢書』十七、日本経済叢書刊行会、一九一四年。 
武陽隠士『世事見聞録』岩波文庫、一九九四年。 
『豊年税書』、『日本経済叢書』一、日本経済叢書刊行会、一九一四年。 
細井平洲「管子牧民国字解」、『嚶鳴館遺草』巻四、平洲記念館公開資料。 
松平定信『宇下人言・修業録』岩波文庫、一九四二年 
『利権論』、『日本経済叢書』十一、日本経済叢書刊行会、一九一四年。 
 
＜引用研究書・論文＞ 
青木美智男『一茶の時代』校倉書房、一九八八年。 
石井良助校訂『徳川禁令考』前集第五巻、創文社、一九五九年。 
石川松太郎『藩校と寺子屋』教育社、一九七八年。 
市川寛明・石山秀和共著『図説・江戸の学び』河出書房新社、二〇〇六年。 
伊藤龍平『江戸の俳諧説話』翰林書房、二○○七年。 
遠藤誠治「一茶の俳風―二筋の道について」、『連歌俳諧研究』二十四、一九六二年。 
大内初夫他編『湖白庵諸九尼全集』湖白庵諸九尼全集刊行会、一九六○年。 
小野恭靖編著『近世流行歌謡』笠間索引叢刊、二○○三。 
金子金治郎『連歌総論』桜楓社、一九八七年。 
金子兜太『一茶句集』岩波書店、一九九六。 
黄色瑞華『小林一茶』新典社、一九八三年。 
栗山理一『日本詩人選十九 小林一茶』筑摩書房、一九七○年。 
小泉吉永『江戸の子育て読本』小学館、二〇〇七年。 
河野実「飯山藩領内の冬季奉公人稼ぎ」、『信州史学』創刊号、信州大学教育学部歴史研究
会、一九七三年。 
紅野敏郎編『ホトトギス名作文学集』小学館、一九九五年。 
『国語大辞典』第一版、小学館、一九八一年。 
小林計一郎『一茶その生涯と文学』信濃毎日新聞社、二○○二年。 
佐藤貢悦「道教」、棚次正和・山中弘編著『宗教学入門』ミネルヴァ書房、二○○五年。 
佐藤雀仙人「一茶の馬橋居住について」、『俳誌・科野』、一九五二年七月号。 
志多義秀「芭蕉の問題俳句」、『芭蕉展望』日本評論社版、一九四六年。 
新海英行『現代日本社会教育史論』日本図書センター 、二○○二年。 
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杉仁『近世の地域と在村文化』吉川弘文館、二○○一年。 
杉本つとむ『方言に憑かれた男越谷吾山』さいたま出版会、一九八九年。 
杉谷徳蔵『小林一茶と房総の俳人たち』暁印書館、一九八一年。 
鈴木鎮一『幼児の才能教育』明治図書、一九六九年。 
関山和夫「舌耕芸と落語誕生」、『国文学解釈と鑑賞』八六三号、至文堂、二○○三年。 
関山和夫『説教と話芸』青蛙房、一九六四年。 
千曲山人『一茶に惹かれて』文芸書房、二○○四年。 
相馬庸郎『子規虚子碧梧桐』洋々社、一九八六年。 
武田酔霞「葛飾北斎尾張名古屋の生活」、『浮世絵』十、浮世絵社、一九一六年。 
武田祐吉『万葉集全講』上、明治書院、一九六八年。 
田中圭一『日本の江戸時代』刀水書房、一九九二年。 
竜川政次郎『長谷川平蔵－その生涯と一足寄場』朝日新聞社、一九七四年。 
束松露香『俳諧寺一茶』一茶同好会、一九一○年。 
津田左右吉『文学に現はれたる我が国民思想の研究』七、岩波文庫、一九七八年。 
土屋弼太郎『近世信濃文化史』信濃教育出版部、一九六二年。 
東條操編『全国方言辞典』東京堂出版、一九五一年。 
中江克己『江戸の躾と子育て』祥伝社、二〇〇七年。 
長野郷土史研究会機関紙『長野』七十七号、一九七八年。 
中村真一郎『蠣崎波響の生涯』新潮社、一九八九年。 
滑川道夫『桃太郎像の変容』東京書籍、一九八一年。 
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吉田美和子『一茶無頼』信濃毎日新聞社、一九九六年。 
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第一章 世事の記録師か記述魔か：書き下ろし 
第二章 一茶の童児俳諧と小動物：書き下ろし 
第三章 一茶の「日の本」意識：『目白大学人文学部紀要〔言語文化篇〕』第六号（二〇〇
〇年、論文題名「小林一茶の日の本意識の背景」）。 
第四章 一茶稿本『志多良』の題名：『目白大学人文学部紀要〔言語文化篇〕』第七号（二
〇〇一年、論文題名「小林一茶稿本『志多良』の題名についての一考察」）。 
第五章 一茶俳句の方言使用：『目白大学人文学部紀要〔言語文化篇〕』第八号（二〇〇二
年、論文題名「小林一茶俳句の方言使用の方法について」）。 
第六章 一茶の家族描写と説経節：『八洲学園大学紀要』第三号（二〇〇七年、論文題名「小
林一茶の家族の描写と説教節」）。 
第七章 一茶自己俳諧の確立と宗教性：『八洲学園大学紀要』第四号（二〇〇八年、論文題
名「小林一茶の自己俳諧の確立と宗教性―家族・家庭の崩壊と他力本願について－」 
第八章 渭浜庵執筆から宗匠へ：書き下ろし 
第九章 武蔵国新方連会頭と一茶：書き下ろし 
第十章 一茶の教育教材化：『八洲学園大学紀要』第二号（二〇〇六年、論文題名「小林一
茶の教育教材化について」）。 
